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1 はじめに
こ のド キュメン ト は ，ア ス キ ー 版 日 本 語

LATEX2"[1][2] と情報処理学会全国大会論文のた

めの ipsjz パッケージを使って論文を作成するための

サンプルです。ipsj.sty は 1999 年秋の全国大会の書

式に基づいて作成されていますが，今後，情報処理学

会の規定する書式の変更によって，このパッケージは

予告なく変更されます。

2 所属等の書き方
サンプルを見れば分かると思いますが，ipsjz パ

ッケージには jarticle クラスで提供されている

\title や \author に加えて，\etitle，\eauthor，

\affiliation，\eaffiliation，\emailが追加され

ています。それぞれ，英文タイトル，英文著者名，和文

所属，英文所属，メールアドレスを指定するコマンドで

す。これらの情報は \maketitleおよび \makeetitle

コマンドで出力されます。なお，\makeetitleコマン

ドは\maketitleコマンドより後に使用してください。

3 図の取り込み
3.1 図のデータ形式

図のデータは EPS で作成するのが良いでしょう。

Tgifや Illustratorで作成するのが良いでしょう。Win-

dows の印刷で EPS 出力して作成した EPS ファイル

は，サイズ調整がうまくいかないことが多いと感じて

います。

3.2 図の取り込みの実例

図の取り込みには graphicsパッケージによって提供

される\includegraphicsコマンドを使用します。図 1

では，図をそのままの大きさで取り込んでいます。

A Sample of a IPSJ proceeding

Taro SHIZUDAIy, Jiro SHIZUDAIyand Hanako MEIDAIz

yFaculty of Information, Shizuoka University

432-8011, Hamamatsu, Japan
zDept. of Engineering, Nagoya University

464-8603, Nagoya, Japan

faddress1, address2, address3g@cs.inf.shizuoka.ac.jp

A B C

図 1: 図のサンプル（サイズ調整なし）
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図 2: 図のサンプル（サイズ調整版）

図 2 では，図の横幅を \columnwidth に合わせて

います。サイズの調整には graphicsパッケージで提供

されている\resizeboxコマンドを使用しています。

�gure 環境での図の配置指定には [h] を使わないよ

うにしてください。図によって文章が分断され，文章

が読みにくくなることがあるからです。位置指定には

[tb] [t] [b] のいずれかを指定してください。

4 美しい組版をするために
美しい組版をするために以下のことに気をつけまし

ょう。

� 括弧を適切に使用する 日本語文中では全角の（）

を，英文中では半角の () を使用するときれいに

仕上がります。全角と半角の括弧では，括弧の下

の位置が異なります。

� 英文と和文の間には半角のスペースをいれる

� 数式は数式モードで書く TEXの機能を十分に使わ

ないばかりか，フォントの違いによって数式の意

味が分かりにくくなってしまいます。数式モード

中でのフォントの使い方にも気をつけてください。

� 全角スペースを使った位置調整は行わない 折角の



表 1: おまけコマンド
コマンド 機能

\Hline この表の一番上の罫線のように，太い
罫線を描く。

\DAG 上付のダガー（y）。所属等の区分に
使用。

\DDAG 上付のダブルダガー（z）。所属等の
区分に使用。

\slashbr{} スラッシュ（/）でも改行できるよう
にする。URLを参考文献に使用する
ときに重宝する。このドキュメントで
も参考文献 [4]のところで使用してい
る。

TEXの高度な組版機能が発揮できません。スペー

ス調整は TEXの機能をうまく使って行うように

しましょう。参考文献に挙げた [1] など，一冊は

手元に LATEX2"関係の本を用意しておくと良いで

しょう。（個人的には TEXブック [3] がお勧めだ

けど，玄人向けだなあ）

5 おまけの機能
ipsjz パッケージには論文を書きやすくするためのお

まけ機能があります。表 1 を参照してください。こ

れらの機能は，作者の気分によって予告なく追加され

ます。

6 まとめ
以上，ipsjz パッケージによる論文の書き方を簡単に

紹介しました。このパッケージを使ってばりばり論文

を書いてくださることを期待します。なお，私のホー

ムページでも簡単な LATEXの使い方の説明のページ [4]

があるので参考にしてください。
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